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2〈近〉 「申し時」 〈静〉 「申 とき」 。
3〈近〉 「おなしきとし」 。
4〈近〉 「おなしき」 。



























































12〈近〉 「ちうぎこうの」 、 〈蓬〉 「忠
チウ
義キ公コウ












16〈近〉 「せんでうなし」 、 〈蓬〉 「先
セン
蹤シウ
なし」 、 〈静〉 「先蹤
セウ
なし」 。
17〈近〉 「給はつて」 、 〈蓬〉 「給はりて」 。
18〈近〉 「太
政大臣」 、 〈蓬 「太政大臣ハ」 、 〈静〉 「太政大臣は」 。
19〈近〉 「き」 、 〈蓬・静〉 「寄
ヨセ
」 。
20〈近〉 「おほいなりといへとも」 、 〈蓬・静〉 「大なりといへ
とも」 。
21〈近〉 「たらされは」 、 〈蓬〉 「不
フソクノモノ









24〈近〉 「きに」 、 〈蓬〉 「器
ウツハモノ
に」 、 〈静〉 「器
キに」 。
25〈近〉 「その人にあらすして」 、 〈蓬・静〉 「その人にあらすしては」 。
26〈蓬〉 「官
クワン
には」 、 〈静〉 「官
ニハ」
27〈近〉 「たな心のうちに」 。
28〈近〉 「しんし」 、 〈蓬〉 「親
しん
子し」 。























39〈近〉 「一かの」 、 〈蓬〉 「一
い
つ




41〈近〉 「こしうとに」 、 〈蓬〉 「兄
コシ
公ウト





43〈近〉 「こと葉に」 、 〈蓬〉







傍線を付したものは、史実に対して誤りのある記事。清盛の播磨守任官は、保元元年七月十一日（ 〈補任〉 ・ 『兵範記』 ） 、太宰大弐任官は、保元三年八月十日（ 〈補任〉 ・ 『兵範記』等） 、正三位叙位は、平治二年（永暦 年）六 二十日（ 〈補任〉 ） 、参議任官は、永暦元年八月十一日、右衛門督任官は、永暦元年九月二日（ 〈補任〉 ・ 『山槐記』 ） 、検非違使別当任官は、永暦二年一月二 三 、権中納言 官
は、永暦二年九月十三日、この後、中納言を経ることなく、長寛三年八月十七日に任権大納言（ 〈補任〉 ） 、内大臣任官は、仁安元年十一月十一日（ 〈補任〉 ） 、太政大臣任官は、仁安二年二月十一日、同日従一位叙位（ 〈補任〉 ・ 『玉葉』等） 。以上から明らかなように 〈盛〉は、播磨守・太宰大弐 官の日付まで記し、宰相以降の任官年も記す。他本は、 「打継、宰相、衛府督、検非違使別当 中納言ニ成テ、丞相ノ位ニ至リ 左右ヲ不経
へ
一、内大臣ヨリ大政大臣ニ上ル」 （ 〈延〉 二三オ）


















とするのが、 〈延・長・盛・覚〉 。これに対して、 〈四
・闘・南・屋〉は、








































































































四四一頁。 〈延〉同） 。 「夜、





















































































































































































































古い例である（ 『西宮記』臨時一裏書） 。こ ほか、関白忠通の北の方が輦車宣旨を賜 折に、承保元年八月の「京極北政所」が輦車宣旨を賜った前例が引かれている（ 『知信朝臣記』大治五年正月四日条） 。 　○太政太臣ハ、訓導之礼重ク、儀刑之寄深ケレバ
　
諸本はここで『令
義解』 「職員令」を き、太政大臣が則闕の官であることを記す。 「太政大臣は、一人に師範として 四海 儀けいせり。国をおさめ、道を論じ、陰陽をやはらげおさむ。その人にあらずは則闕けよといへり」（ 〈覚〉上
―






















































清盛の縁者の内、 平治の乱後、 仁安三年までに、 大国（十三

















〈四・闘・延・長・覚〉 同、 〈南〉 「十一月十二日」 、 〈屋〉 「二
月廿一日」 。二月十一日が正しい。 「二月十一日依
レ病出家（五十一） 。














程ナク改名シテ浄海ト云」 、 〈長〉 「法名聖蓮、程なく改名して浄海とがうす」 、 〈南〉 「法名静海トコソ名ノラレケレ」 、 〈屋〉 「法名ハ浄海トコソ名乗ラレケレ」 、 〈覚〉 「法名は浄海とこそ名のられけれ」 。 〈延・長〉のみ改名前・後の法名を挙げる。 〈補任〉仁安三年条に「法名清蓮。改名静海」とする。 〈延・長 は、 「程ナク改名シテ」とするが 『性空上人伝記遺続集』が引く一切経会の願文の署名に「仁安三年九月廿三日 　
沙弥清蓮」とあることから、静海への改名はそれ以後のことと
























































」 、 〈延〉 「此一門ニ非ザル者ハ男モ女モ法師
モ尼モ人非人タルベシ」 、 〈長〉 「此一門にあらざらんものは、男も女





























































































































































































































































































































































































































































































































































































8〈近〉 「好む」 、 〈蓬〉 「好
ヨ
二ミンスレハ
」 、 〈静〉 「好
二ハ」 。
9〈近〉








10〈近〉 「このむ」 、 〈蓬〉 「好
コノ
二ムハ
















20〈近〉 「かほやらん」 、 〈蓬〉 「皃
カホ











の独自異文。 『後漢書』列伝第一四「長援伝」の中の馬廖伝の「伝曰、呉王好剣客、百姓多創瘢。楚王好細腰、宮中多餓死。長安語曰、城中好高髻、四方高一尺。城中好広眉、四方且半額。城中好大袖、四方全匹帛」に拠る。ただし直接の典拠は、 『明文抄』 （帝道部）所引の『後漢書』か（遠藤光正） 。 『後漢書』諸本の本 が右の通りであるのに対して、 『明文抄』 では、 「 」が「百姓多瘢瘡」 、 「四方全匹帛」が「四方用疋帛」となっていて 〈盛〉と一致する。遠藤は『本朝文粋』等もこの句の一部を「百姓多創瘢」と作ることから、 「当時 国
























26〈近〉 「あかしるしを」 、 〈蓬・静〉 「あかきしるしを」 。










30〈近〉 「こゝ」 、 〈蓬〉 「戸
ト






32〈近〉 「もとも」 、 〈蓬・静〉 「いと」 。
33〈蓬・静〉 「又
なき」 。
34〈近〉 「こゝのへ」 、 〈蓬〉 「九
ク重テウ
」 。





たり」 、 〈蓬〉 「充
チウ
満マン




37〈近〉 「わしる」 、 〈蓬・静〉 「はしる」 。
38〈近〉 「よろしき」 、 〈蓬・静〉 「事よろしき」 。







に」 、 〈静〉 「みなこれに」 。


















50〈近〉 「れいや」 、 〈蓬〉 「例
タメシ
や」 。







55〈近〉 「かふろわらへを」 、 〈蓬〉 「禿
カフロ
童ワラワ




56〈近〉 「きんきてうと」 、 〈蓬〉 「金
キン
帰キ鳥テウ










59〈近〉 「しうたんを」 、 〈蓬〉 「歎
ナケキウレウ




うにおよはしかたし」 、 〈蓬〉 「天
テン
聴チヤウ
にをよひかたきか」 、 〈静〉 「天聴
チヤウ
にをよひかたきか」 。




に」 、 〈静〉 「直
スナヲ
に」 。






















んなくわかれとも」 、 〈蓬〉 「善
セン
悪アク
二はかはれとも」 、 〈静〉 「善悪二はかはれとも」 。
71〈近〉 「ゾ」なし。










74〈近〉 「御きんしゆに」 、 〈蓬〉 「御近
キン
習シユ




















一〇三頁）が詳しい。 〈長〉 「おほうちの出仕の時は、絵かき花むすびたるかり衣にたてえぼうし、私のありきには、直垂におりえぼうし、鬢をなで衣紋をかき、しきそくをや」 （
5―
































































































































については〈盛〉のみが極めて詳細であること、 【持ち物】 【由来】については〈長・盛〉に 共通した記述が見られること、が確認される。それぞれの項目については、後項参照。 　
○三百人被召仕ケリ
　





















は不審。童でもないというのは、十四～十七歳ともなると元服する年齢であるのに、童と同じ垂髪をしているということか。網野③が指摘するような、牛飼童のように成人でありながらも垂髪で童形であった身分の存在が想起される。法師でもないというのは、出家前に垂髪であった稚児を指すか。稚児が法師となること 『徒然草』 第五三段 「童の法師にならむとするなごりとて、をの
く
遊ぶことありけるに」
（新大系一二九頁）などにうかがえる。あるいは又、土谷恵が明らかにした、老年に至るまで童姿で寺院に仕えた大童子、ある は同じく童姿で寺院に仕えなが も出家の道を選択し得 中 ど、寺院に属する垂髪であった者 ども含まれ 　
○一色ニ長絹ノ直垂ヲキ





レ着也」 （ 『山槐記』永暦二年四月二十五日条） 。なお、 〈四〉は
衣装描写なし、 〈闘・延〉は「直垂小袴」 、 〈長〉 「赤き帷をきせ、黒き袴を着せて」 、 〈南・屋・覚〉 赤キ直垂 。 『平家物語』の禿髪像の形成に、 『朗詠注』の王莽譚が影響を与え と考えた場合、 『朗詠注』王莽譚 あった「赤キ装束」が、 〈南・屋・覚〉では復活するものの、








スハヘ」 （ 〈名義抄〉 ） 、 「
suuai
（スワイ）木の小枝、あるいは細枝」 （ 『邦訳日葡辞書』 ） 、 「標スワイ」「楚 　
スワイ」 （ 『文明本節用集』 ） とある。 『角川古語大辞典』 「すはえ」































〈長〉 にもあり。 〈長〉 「平家の烏と名付て、 つばさに赤じるしを付て面々に持せて遊行せさす。是は霊烏頭のみさきとて神に応ずる大会宴 殊童をまなばれたり。又は耳聞なり」 （
1―
四三頁） 。 「鳥」は〈長〉に
「平家の烏」とあり、また【由来】に「霊烏頭」とあるように、 〈蓬・静〉の「烏」が正しいと考える。また、烏は熊野の御先者（神が使者として使わす鳥獣）と て知られている（次項参照） 。したがって、前項の「
」を持つことと併せて、 〈盛〉の禿の体裁は、神の使いと
























聞き出したり探り出したりすること。また、 の人。密偵。探偵」 （ 〈日
国大〉 ） 。 「縦ヒ京中ノ耳聞ノ為ニ召仕ハルト云ドモ、只普通ノ童ニテモアレカシ」 （ 〈延〉
1―







四四頁） 。 「戸々 　
民家の各戸」 （ 〈日国大〉 ） 。 「戸 　
ヘベ」 （ 『黒






































中と並ぶ住宅地であった。 「九重白川ノ在家」とは、農家ではなく町家を指している。 「白河は流域一帯の名称であり、 およそ北は北白河、南は粟田口、東は東山、西は鴨川の範囲をさす。平安時代には、白河は藤原氏をはじめとし、 院などの別業地となった」 （ 『平安時代史事典』上
―
一二六二頁） 。このように禿の出自について記すのは 〈盛〉 のみ。















































記事、 〈長・ にのみあり 〈長〉は次の王莽の記事の後にある。 〈盛〉 と 〈長〉 の内容はほとんど同じだが 表現 違いが大きい。特徴的な違い み次にあげる。①〈盛〉 「或人ノ申ケルハ」 、 〈長 「又家々にさゝやきけるに」②〈盛〉 「堯舜ノ政化ニモ不異 如来 大慈悲にことな ず③〈盛〉 「今ノ如ク禿童ヲ多ソロヘテ 金帰鳥ト云鳥ヲ持セテ」 、 〈長〉「いまの如く禿童に八葉の金貴鳥といふ鳥を持せて」























こにも記したように、末代と対比して用いられることが多く、末代に対して漠然と古い時代を指していると考えられる。なお、 〈盛〉に、漢家・本朝、上古・末代とを対比させ、いずれも同じとする例は、先の「早鬼大臣説話 で、忠盛 比較し、 「異国本朝、上古末代異ナレ共、事ガラ実ニ相同」 （
1―
二七頁）とする例の他、蘇武と康頼とを














行っている。 〈盛〉では賀茂大明神もしくは賀茂社が登場するものとして次の八例が挙げられる（ただし、春日、八幡など他の寺社と併せて列挙されるものは除く） 。①賀茂社で二条帝を呪詛する男、捕らえられる（巻二） 。②成親、大将を望み賀茂社で修法するに、大明神現れ歌を詠み、大将を諦め （巻三） 。③西行 賀茂社にて通夜すること（巻十一） 。④平安京遷都を賀茂大明神に告げる（巻十六） 。⑤源頼義、 次郎義綱を賀茂社に奉る（巻十九・二十八） 。⑥重衡舅藤原邦綱、賀茂大明神の利生により大納言にまで昇進する（巻二十六） 。⑦後白河法皇、法住寺殿を出て 入 三十二 ⑧後白河法皇、賀茂社に参籠し宝剣の行方 祈誓する（巻四十四） 。これらはいずれも直接清盛や平家の繁栄と関わるような内容ではなく この箇所の記



























































































天下の政不法なるによりて、賀茂大明神、日本国を捨て他所へわたらせ給べきよし、みてけり。同七月上旬、祝久継 夢 も同体にみてけり。これによりて泰親・時晴をめして、う なはせられけ ば、実夢のよし各申けり。 」 （大系本六三頁） 。小峯和明はこの 「政不法」 とは、 『平家物語』 「額打論」 「清水寺炎上」 知られる前年の延暦寺と興福寺の対立による一連の騒動を指すと考え 。以上が 十二世紀 賀茂大明神に する理解と見ることができよう。賀茂大明神は都の守護神であるが故 、一方では摂関家領の清盛への一時的な継承を仲介し、一方では日本を見捨てるという理解がなされた である。ちなみに、基実






















































































































































































































































































































































































8〈近〉 「せうと」 、 〈蓬・静〉 「勝
カツ
と」 。
9〈近〉 「もし」 、 〈蓬〉 「文
モン
字シ」 。





12〈近〉 「うたはせて」 、 〈蓬・静〉 「うたひて」 。
13〈近〉 「十四五計ノ時」 なし。
14〈蓬〉 「出し」 。





























の文で王莽説話が記され が（ 〈闘〉も同様） 、 〈延・盛〉に見るように禿童の数を不審として王莽説話を記すわけではない（現 禿童説話では「二三百人」 、王莽説話では、 「懐妊の女千 」とするように、両 の人数の整合性には注意は払っていない） 。さて、 〈盛〉で









































17〈近〉 「かいしんに」 、 〈蓬〉 「海
ア人マに」 。






「あらんとそ」 、 〈蓬・静〉 「あるらんとそ」 。




23〈近〉 「もろこしに」 、 〈蓬〉 「唐
モロコシ




〈近〉 「 り」 。
25〈近〉 「めして」 、 〈蓬・静〉 「めされて」 。
26〈近〉 「しゆくふ」 、 〈蓬〉 「叔
シク





〈近〉 ほうして 、 〈蓬〉 「封
フウ
して」 、 〈静〉 「封
ホウ
して」 。
29〈近〉 「めいせいを」 、 〈蓬〉 「名
メイ
姓シヤウ













る以前に、亀の甲に文字を書いたことも、銅の人馬を竹に籠めたことも記されていないが、童謡に「竹節生銅馬」と歌ったとすることは、〈延・盛〉の王莽説話と対応して注目される。この『劉家変』のような王莽伝を取り込んで作られたものが〈延・盛〉の王莽説話と考えられよう。さらに黒田彰①②は、日本で 『劉家変』のごとき王莽外伝の影響にあるものとして、本話の他に、 『和漢朗詠集』注釈書のうち書陵部本系が、 「将軍」の「職列虎牙」注に引く王莽伝（以下『朗詠注』とする）を指摘する。こ 『朗詠注』 王莽伝も、 〈盛〉 王莽説話と類似していて、注目される。また、黒田は 『保元物語』金刀比羅本系統の信西最期の場面で、信西が生き延びるべく土中で口にあてた竹筒を地表へ出したという記述が、 劉家変 に描かれる劉家太子の行動と酷似してい ことも指摘する。以下 〈盛〉の 説話を、 〈闘・延・長〉 、さらに『朗詠 』 （書陵部本『朗詠抄』 〔詠集古注釈集成』二下、大学堂書店一九九四・
1〕 ）とも比較する。
まず、 「孝平帝代」とするのは〈盛〉のみ。 〈闘〉 「漢王莽」 （一上
―
一
○ウ） 〈延〉 「漢帝ノ御世ニ王莽大臣ト云賢才殊勝ノ臣下有ケリ」 （巻一
―










































































」 （一〇ウ） 、 〈長〉「懐
妊の女千人、朱砂を煎じて飲せけり。是を万仙薬と云。彼等が産る子を取集て、潜に深山に隠し置養ひたてけり。十二三に成け ば、彼等を取出して見るに、赤くして偏へに鬼のごとし かみを頸のまはりにそぎて禿童になしつゝ き扇を持せて王城へ出 て、歌 教へてうたはせけり」 （
1―











分と 鉱物。色は朱紅色ないし黒赤色、 鉛灰色を帯びることもある。「神を安らかにする、驚を定める。目を明らかにす 、解毒する、の効能がある」 （ 『中薬大辞典』小学館、 一九八五・
12）とされる。 「謾」
には、 「アザムク、 イツハル、 アナツル、 サカシ アザケル」 （ 〈名義抄〉法上六五）の意があり、 「曼 には、 「ハビコル、 ホヒコル、 アヲナ」 （ 名義抄〉僧上一三）の意があるが、 〈盛〉 「謾薬」 、 〈延〉 「曼薬」 、 長〉 「万仙薬」 、 〈闘〉 朱雀合薬
ヲ（一）
」いずれも未詳。ちなみに、 『朗詠注』の「光
明朱」とは 「品質の上等な朱。水銀と硫黄とを混ぜ、鉄器で高熱を加えて作る」 （ 〈日国大〉 ） 。嬰児の色が赤かったことから 『朗詠注』は殊に朱の強い顔料の名を挙げ、平家物語諸本は、その原料で、仙薬とされた朱砂を挙げたのだろう。 　
○亀ノ甲ノ上ニ勝ト云文字アリ…


















「十四五」 とする点、 〈延〉 同。 〈闘〉
「十三四五」 、 〈長〉 「十二三」 。 「十四五」とするのは、 禿髪説話で、 〈四・盛〉 「十四五若
シハ
十六七」 （ 〈四〉 ） 、 〈延・長〉 「十四五、若ハ十七八」 、















〈闘〉 なし、 〈延〉 「十八年」 、 〈長〉 「廿七年」 。
他に、木曽義仲の専横を王莽に喩える場面では 盛〉 「昔王莽ト云シ者、臣下ノ身トシテ漢平帝ヲ討チ、位ヲ奪ヒ十八年ヲ持ケリ （
5―
一三八頁）とある。該当記事、 〈延・長・屋・覚〉同、 〈南〉 「八ヶ年」（上
―
五五二頁） 。新を建国した八年から、滅亡した二十三年までは、

















とされている 名聞」は、 「世間での名声や評判。ほまれ」 （ 〈日国大〉 ）で、 〈盛〉にも巻十、頼豪祈出皇子「頼豪重テ、 『凡卑ノ愚僧名聞ノ高位モ所望ナク、此事ヲ申ウケン為ニ微力ヲ励、…』 」 （
2―
九四頁）と
ある。そして、 『沙石集』に「かかれども 名聞、利養 我執、驕慢ありて、真実の知恵もなく 戒行も欠けて、物に触れて執着あ は多聞とはいへども 知恵とは云ふべからず。必ず魔道に入るなり」 （新大系五七二頁）とあるように 名聞は驕慢などと同じく 魔道に堕ちる要因となるものであった。 したがってここでは、 家して法師と ってい 清盛が、過度に世間の評判に執着す 様子 天狗のイメージが導き出されていると える。清盛は 〈盛〉 二、 安徳天皇即位 「出家入道ノ後モ、ナヲ栄耀名聞ハ尽ザリケリトゾ見エシ」 （
2―
二八〇
～二八一頁）人物であった。なお、 『平家物語』における 天狗之所為」の用例とし は、 の葬送の夜に、 「ふしぎの事あまたあり」（ 〈覚〉上
―
三四八頁）として、六波羅の南で「どッとわらう声」が


























頁。大東急記念文庫蔵金沢文庫本〔太田次男〕 。刊本では、 「清貫」を「清貴」とし、また「名姓」の語と、 「為之」の「之」字がない） 。 「清貫」は、 「侍従の官」 、 「通侯」は、 「秦漢の世、列侯をいふ」 、 「車服」は、 「車と衣服。古、天子が功臣に賜はる品 用ふ」の意（ 『大漢和辞典』 ） 。なお 諸本は「禁門ヲ出入スル時ニ 名姓ヲ不
レ問、京師ノ長












一ヲ」 （二六オ） とあって、 王莽説話へと続く。これに対して 〈盛〉 は、
























































































































































































































































































































































































































































































2〈近〉 「によしは」 、 〈蓬〉 「女
によ









9〈近〉 「れいもなし」 、 〈蓬・静〉 「例
レイ
もなし」 。

























18〈近〉 「やを ろつの」 、 〈蓬〉 「やよ諸
モロモロ
























25〈近〉 「ぬしとして」 、 〈蓬〉 「主
アルシ






を」 、 〈静〉 「万民を」 。
27〈近〉
「あるによて」 、 〈蓬〉 「ありしによつて」 、 〈静〉 「有しによつて」 。
28〈近〉 「おはしまし」 、 〈蓬〉 「御
マシ
座マス












32〈近〉 「かぬ」 、 〈蓬〉 「兼
ケン































A清盛の昇進の速さを記す場面に用い、 〈延〉 は、 〈闘〉
に見た
A型を「清盛繁昌之事」の冒頭に「恩賞是重カルベシトテ、次










盛は同年正月に、権中納言のまま右大将を兼任している。知盛は仁安三年（一一六八）三月に任左中将、安元三年正月に叙従三位で左中将は元のままであった。維盛は嘉応二年（一一七〇）十二月に任右近権少将、 承安三年（一一七 ）三月に叙従四位下で少将は元のままであった。ところで、重盛は治承二年（一一七八）に内大臣を辞退し、翌年死去、宗盛は治 二年に大納言、後に内大臣となり、知盛・維盛もそれぞれ後に従二位権中納言（寿永元年） ・従三位右中将（養和元年）にまで昇進しているように、ここに記される四人の官位は、昇進の途中の一時期のものであ （以上〈補任〉によ 。そしてその時期は、安元三年の一月から六月に限られるものであることが分かる。この後強調されるように、この期間は重盛・宗 兄弟が左右大将 並んだ時期であった（ 〈集成〉上
―
三九頁） 。美濃部重克は、安元三年のこの時
期に、焦点を合わせて記す は、安元三年つまり治承元 は 『平家物語』が 本格的に治承・寿永・元暦の年代記として記す最初の
んゑをあらため」 、 〈蓬〉 「近
コン
衛エ













39〈近〉 は、 「良相公」 までを欠く、脱落だろう、 〈蓬〉 「冬
フユ
嗣ツキ







41〈近〉 「ていしん公おなし一なんき五男」 （ 「ていしん公おなし」で行替） 。但し、 〈近〉は、
39に記すように、 「良相公」
までを欠くため、 この割注は、 「良房」の注として記す。しかし、 その注は解しがたい。あるいは、 この割注は、 「ていしん公一なん」 「お
なしき五男」
と訓み解き 上 注は 良房の注、 下の注は、 良相の注が紛れ込んだものと見るべきか。



































んにんに 、 蓬 「凡
ホン
人ニン




58〈近〉 「おもくし」 、 〈蓬・静〉 「をもんし」 。
59〈近〉 「さうせうの」 、 〈蓬〉 「丞
セウ
相シヤウ




60〈近〉 「しやうさうの」 、 〈蓬〉 「将
シヤウ
相サウ
の」 、 〈静〉 「将
シヤウ
相の」 。
61〈近〉 「さかへを」 、 〈蓬・静〉 「栄
エイ
を」 。

































































去ル」 （二四二頁） 、 「ソサノヲノ尊、出雲ニ住玉フ

















































































































































































の約諾神話も同様である。また、 〈盛〉と同様に、天岩戸神話に続けて約諾神話を語るものとして、 『撰集抄』巻九が挙げられる。 「昔、天照大神の天岩戸 閉て籠らせおはしまして、世中 こやみに侍し時、よろづの たち、歎かせおはしまして、庭火をたき、神楽を奏し給へりしに、目出させおはしまし給て、岩戸を開かせ給しかば、天下忽にあきらか 成て、 今にたえ侍らず。その時、 天照大神の御誓に云く 「我孫をもては、天下のあるじとせん。汝が孫をも は、天下の政を執務せしめよ」と、天小屋根の尊 仰られし時、御請た かなりき。その御契、いまにたえせずぞおはしまし侍る 」 （ 『撰集抄全注釈』下
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て」 （旧大系九七頁） 、 『春日権現験記』 巻一 「す


















〈長〉は、 「神亀五年〈戊辰〉 、 朝家に中衛大将を定られてよりこのかた」（
1―




将が置かれたと誤って記す。史実としては、神亀五年（七二八）七月にはじめて中衛府が置かれ（ 『続日本紀』 八月と る） 、天平神護元
年（七六五）二月に近衛府が置かれ、さらに大同二年（八〇七）四月に近衛府を改め左近衛府とし、中衛府を改め右近衛府とした（ 『類聚三代格』による） 。したがって 〈四・延・覚〉が、 「中衛ヲ改テ近衛」としたのが大同四年とするのは誤りであり、その記述も不正確であるのに対 て、 〈盛〉が大同二年四月に、 「改
二近衛府
一左近府トシ、中衛








































































例。①斉衡元年（良房・良相） 、②天慶八年（実頼・師輔） 、③寛徳二年（教通・頼宗） 、④永暦元年（基房・兼実）の四例。 〈四・盛〉は「四箇度」として、 ①～④。 〈闘〉は、 「三箇度」として、 ①②④。 〈延〉は、 「三箇度」として、 〈長〉は、 「五か度」として ①～④の他、初めに大同四年の藤原内麻呂と坂上田村丸 五例を挙げるが、大同四年の例は、 〈四・南・屋〉が記すように、左右近衛大将の最初の就任例であって、兄弟の事例ではない。また、 〈延・長〉に、こ 後「上ハカウコソ、近衛大将ヲバ惜ヲハシマシテ 一ノ人ノ君達バカリナリ給シカ」 （ 〈延〉二八ウ）と、 「上代」の例とする とからすれば、①②③の三箇度の事 を引く が本来の形で、大同四年の例と④は、追記などによる可能性があろう（ 〈延全注釈 巻一
―
一七一頁） 。なお、





















「後朱雀院御宇」 、 〈延・長〉 「冷泉院御宇」は、 〈四・南・屋・覚〉 「後冷泉院御宇」の誤り。後朱雀天皇は、寛徳二年（一〇 五）一月十六日に後冷泉天皇に譲位しており、教通・頼宗が左右大将に並んだ同年十一月は、後冷泉天皇の御宇。 堂関白道長の三男関白教通 大二条殿、大二条関白）は、寛仁元年に左 将（時 権中納言） 、次男右将頼宗（堀河右大臣）は、寛徳二年十一月二十三日に右 将（時に権大納言）となり、ここに兄弟の左右大将が実現した 〈補任〉等） 。 　○二條院御宇応保元年…
　
二条天皇の御宇、関白忠通（法性寺関白）





こと。殿上闇討事件などを指して言う。 「忠雅播磨米」 忠盛の子息を挙げたところでは、 「以上七人、皆諸衛佐ヲ経テ 殿上ノ交リ、人、更ニ嫌ニ及ズ」としていた。ここでは、その忠盛の子清盛、孫重盛が
太政大臣・内大臣にまで昇り、さらに重盛・宗盛が左右大将に並んだことを言う。左右 将の前例を挙げた上で、平家の兄弟の左右大将着任が如何に異例であったかを記す。 「大将は大臣に次ぐ地位と評価され」ていたが、 「大将に任じられる家系は限定されていた」 （元木泰雄①一〇五頁） 。 「多くは摂関家の子弟に占められており、そのほかには村上源氏、後三条源氏の源有仁、閑院流など、王家の親族・外戚などから任じられてきたに過ぎない」 。重盛 「大将就任によって大臣も確実となり、重盛は清盛の築いた家格を継承することになった」 。 「ここに、一門の喜悦の原因があると考えられる」 。 　
○今ハ禁色雑袍ヲ














大将並立である。しかし、 前任の左大将藤原師長の辞表提出の使いが、師長家・近衛府のどちらでもなく、院より派遣されていること（安元三年正月二十五日条） 、右大将宗盛拝賀 際の蔵人五位六人が院の催しによって遣わされたこと（安元三年二月三日条）など、これに関わる『玉葉』の記述によ ば、このときの人事は明らかに後白河上皇の意図によってなされている。承安四年の重盛の右大将任命の際の「禅門之心有
二于重盛
一」 （七月九日条）というような、有形無形の圧力は
考慮に入れた上でも、 「平家ノ心ノマヽ」 人事とは言えず、安元三年段階の人事権の中心は後白河にあったもの 考えられ 本来「末代トイヘ共不思議」とされるべきは後白河の意図である（曽我良成） 。○政道忽ニ乱レ、官途コヽニ廃ルヽ歟
　
前の表現を受けた〈盛〉の独








但し、 〈延・長〉は左右大将の例として、基房・兼実の例を挙げた後に、「其時ノ落書歟トヨ」 （ 〈延〉二八オ）としてこの歌を挙げているため、基房・兼実が左右大将であった に詠まれた歌であるかのようにも理解できそうだが、この歌の意は、伊予・讃岐守ばかりか、左右の大将まで手に入れて、強欲の点ではもう一の人（摂関家）と変わりがないよの意 有ろうから（ 「欲ノ方ニモ」とない点に注意 、この歌は、やはり、 重盛と宗盛の左右大将任官を指すと解して良かろう。 かし、 〈延全注釈〉 が指摘するように 兄弟 が問題となる治承元年当時に平家関係者の伊予守・讃岐守在任は確認できない。故に、こ 歌を、兄弟大将と同時に 讃岐の独占を詠んだ歌と解した場合、実情を反映していない いうことになる （巻一
―
一七二頁） 。ここは、 伊予守に、








































この内、保元元年から治承元年までの間に、平家関係者の受領在任が確認できるのは、 播磨（清盛が、 保元元年から保元三年にかけて ）と美作（宗盛が、長寛元年から仁安二年にかけて在任、清盛が、仁安元年にかけて知行国主、時忠の息時家 嘉応 在任） 。ただし、
美作では初句が字余りとなり、播磨は清盛が在任した国であって、ここでは子や縁者の繁栄を詠んでいることから、伊予・讃岐の取り合わせが選択されたのだろうか。
